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北
海
道
立
農
業
大
学
校
で
新
規
就
農

を
め
ざ
す
学
生
44
人
を
対
象
に「
農
業

経
営
の
始
め
方
」を
テ
ー
マ
に
出
張
講

義
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、新
規
就
農
の
成
功
事
例

と
失
敗
事
例
の
双
方
を
紹
介
。グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、各
自
に
原
因
と

改
善
策
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は「
農
業
経
営
に
ま
つ
わ

る
お
金
の
話
」と
し
て
、お
金
を
借
り
る

こ
と
へ
の
考
え
方
、お
金
の
重
要
性
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は「
知
識
や
技
術
だ
け

で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
現

実
的
な
問
題
に
気
づ
け
た
」な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
７
月
２
日
）

　

県
北
東
部
の
お
客
さ
ま
が
交
流
す
る

「
国
東
会
」を
開
催
。農
業
法
人
お
よ
び

食
品
企
業
９
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、バ
ジ
ル
ペ
ー
ス
ト
な

ど
の
加
工
を
手
掛
け
る
く
に
み
農
産
加

工
有
限
会
社（
国
東
市
）代
表
取
締
役
社

長
の
吉
丸
栄
市
氏
が
登
壇
。同
社
独
自

の
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。第
２
部
で
は
、公
益
財
団

法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
大
分
事

務
所
長
の
林
眞
嗣
氏
が
同
セ
ン
タ
ー
の

概
要
を
説
明
。第
３
部
で
各
社
か
ら
業

界
動
向
の
報
告
が
あ
り「
非
常
に
刺
激

を
も
ら
え
た
。当
会
員
で
地
域
を
盛
り

上
げ
た
い
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。（
７
月
23
日
）

　

飼
料
高
騰
や
堆
肥
処
理
は
畜
産
農
家

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
、日
本
公
庫
が
主
催
と
な
り

「
耕
畜
連
携
に
係
る
情
報
交
換
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。昨
年
度
に
引
き
続
き
２

回
目
の
開
催
と
な
っ
た
本
情
報
交
換
会

に
は
畜
産
・
耕
種
農
家
、前
橋
市
農
業

協
同
組
合
担
当
者
ら
８
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

畜
産
農
家
か
ら
は
飼
料
用
米
生
産
者

の
紹
介
依
頼
、耕
種
農
家
か
ら
は
鶏
糞ふ

ん

ペ
レ
ッ
ト
の
小
型
化
依
頼
が
あ
る
な
ど
、

昨
年
度
の
開
催
か
ら
連
携
内
容
が
一
歩

踏
み
込
ん
だ
も
の
と
な
り
、県
内
の
畜

産
・
耕
種
農
家
の
連
携
推
進
の
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。（
７
月
25
日
）

　
「
第
32
回
か
ご
し
ま
農
業
経
営
研
究

会
」を
開
催
。農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
ほ
か
、地
域
金
融
機
関
・
地
方
公
共
団

体
職
員
な
ど
、41
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
地
方
参
事

官（
鹿
児
島
県
担
当
）の
窪
山
富
士
男
氏

が
、戦
後
か
ら
今
般
の
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
改
正
に
至
る
ま
で
の
農
業
政

策
の
動
向
と
、本
県
に
お
け
る
課
題
解

決
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、鹿
児
島
銀
行
地
域
支
援
部
ア

グ
リ
事
業
開
発
室
長
の
山
元
秀
介
氏
が
、

同
行
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
に
係

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

（
７
月
25
日
）

真剣に講義を聴く受講生の皆さん。講義終了後にも
活発な質疑応答がおこなわれました

くにみ農産加工有限会社代表取締役社長の吉丸氏
による講演の様子

和やかな会の様子。業種や地域を超えた情報交換会
開催に感謝の声も

大分支店

前橋支店

帯広支店

鹿児島
支店

融
資
先
交
流
事
業

「
第
７
回
国
東
会
」を
開
催

持
続
可
能
な
群
馬
農
業
へ

耕
畜
連
携
に
係
る
情
報
交
換
を
開
催

未
来
の
新
規
就
農
者
を
対
象
に

出
張
講
義
を
開
催

農
業
経
営
者
を
支
援
す
る
関
係
者
が
集
い

地
域
課
題
解
決
の
方
向
性
を
議
論

参加者からは「貴重なお話が多く、ありがたい時間
となりました」などの感想が寄せられました
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農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
東
京
連
絡

会
を
開
催
し
47
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、都
内
農
地
の
制
約
か

ら
近
隣
県
に
積
極
展
開
す
る
広
域
認
定

農
業
者
の
小
寺
正
明
氏（
清
瀬
市
／
露

地
野
菜
）が
登
壇
。取
得
農
地
の
土
づ
く

り
に
関
す
る
苦
労
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
遠

隔
管
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、今
期
か
ら
同
連
絡
会
の
幹
事

に
、農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
試
験
講

師
を
務
め
る
、税
理
士
の
吉
川
順
子
氏

が
就
任
。「
自
己
研
さ
ん
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
場
と
し
て
積
極
的
に
当
連

絡
会
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。（
８
月
７
日
）

　

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構（
中
小
機
構
）近
畿
本
部
を
講
師
に

招
き
勉
強
会
を
開
催
。公
庫
支
店
職
員

７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、中
小
機
構
と
公
庫
の

農
林
水
産
事
業
が
業
務
内
容
を
紹
介
し

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
が
お
こ
な
っ
て
い

る
お
客
さ
ま
の
海
外
展
開
に
対
す
る
支

援
施
策
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、そ

の
後
、お
客
さ
ま
の
経
営
発
展
の
た
め

に
知
識
を
吸
収
し
よ
う
と
活
発
な
意
見

交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
小
機
構
と
円
滑
に
情
報
交
換
で
き

る
関
係
を
継
続
し
、今
後
も
連
携
し
て

お
客
さ
ま
の
海
外
展
開
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。（
８
月
22
日
）

　

北
海
道
・
東
北
各
県
農
業
法
人
協
会

と
共
催
し
、北
海
道
・
東
北
農
業
法
人

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
を
開
催
。農
業
法
人
経
営
者
、

関
係
機
関
な
ど
１
４
５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
で
は
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
を
運
営
す
る
秋
田
ノ
ー
ザ
ン

ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長
の
水
野
勇
気
氏
が
登
壇
。ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
ビ
ジ
ョ
ン
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
力
説
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、全
国
に
先
駆
け
設
立
さ
れ

た
秋
田
県
農
業
法
人
協
会
30
周
年
の
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
話
で
は
、設
立
代
表
世
話
人

と
な
っ
た
故
齋
藤
作
圓
氏
の
後
継
者
、

株
式
会
社
秋
田
ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
フ
ァ
ー

ム
代
表
取
締
役
の
齋
藤
英
則
氏
が
登
壇
。

先
駆
者
か
ら
引
き
継
い
だ「
挑
戦
と
感

謝
」の
気
持
ち
を
胸
に
、農
業
を
基
盤
に

食
を
通
じ
た
地
域
活
性
に
貢
献
し
た
い
、

と
の
熱
い
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も「
農
業
を
通
じ
て
地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
秋
田
県
農
業
法

人
協
会
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
誇
ら
し

く
思
う
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。次
年
度
は
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。（
８
月
27
日
）

　
「
農
業
経
営
者
の
集
い
」を
開
催
し
、

福
岡
県
内
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
農
業

経
営
者
29
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、茨
城
県
で
葉
物
野
菜

な
ど
の
有
機
栽
培
に
取
り
組
む
株
式
会

社
ふ
し
ち
ゃ
ん
代
表
取
締
役
の
伏
田

直
弘
氏
が
登
壇
。「
持
続
可
能
な
農
業
経

営
」を
テ
ー
マ
に
、現
場
目
線
の
経
営
・

生
産
管
理
、販
売
戦
略
に
つ
い
て
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
懇
談

会
を
実
施
。経
営
者
間
で
課
題
を
共
有

し
、情
報
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
自
社
の
経
営
に
生

か
せ
る
知
識
を
習
得
で
き
た
」な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
９
月
９
日
）

広域認定農業者ならではの経験談を説明する小寺
氏。質疑応答も熱を帯びました

活発に意見交換する参加者

懇談会の様子。データを活用した生産管理などの話
題で盛り上がりました

東京支店

秋田支店

福岡支店

和歌山
支店

都
市
農
業
の
可
能
性
に
つ
い
て

広
域
認
定
農
業
者
が
講
演

海
外
展
開
の
支
援
策
を
学
ぶ

勉
強
会
を
開
催

北
海
道・東
北
農
業
法
人
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
を

秋
田
県
で
開
催

現
場
で
生
か
せ
る
知
識
を
習
得

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
向
け
勉
強
会



次 号 予 告
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「日本産酒類のさらなる輸出拡大に向けて（仮）」

アルコール飲料（日本産酒類）の輸出額
は10年前に比べ５倍以上に拡大した。
外国人のニーズをつかんだ日本独自の
生産や販売とは何か。地域の酒造会社
の輸出戦略と課題解決に向けた国の施
策を通じて、日本産酒類輸出の現状と
今後の展望を考える。
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農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
事
業
開
始

に
向
け
た
迅
速
な
行
動
力
に
は
恐
れ
入

っ
た
。地
域
課
題
の
把
握
の
た
め
、株
式

会
社
ア
ク
シ
リ
は
社
員
が
現
地
に
移
住

し
、株
式
会
社
ア
グ
リ
ト
リ
オ
は
約
千
人

の
農
家
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。ビ
ジ
ネ
ス

の
枠
を
超
え
た
各
社
の
地
域
農
業
に
対

す
る
思
い
と
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
浸
透
し
、

農
業
現
場
に
人
材
を
呼
び
込
み
、新
た
な

風
が
吹
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 （
細
谷
）

人
手
不
足
の
な
か
で
も
、上
手
に
人
を

育
て
経
営
し
て
い
る「
農
と
食
の
邂
逅
」

の
川
上
専
務
。日
ご
ろ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
と

小
ま
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

様
子
か
ら
、同
社
が
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
え
ま
す
。「
い
い

モ
ノ
は
、い
い
ヒ
ト
か
ら
」の
言
葉
ど
お

り
、社
内
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
、よ
り

よ
い
商
品
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。 

（
澤
田
）

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
ッ
セ
イ
」で
は
、山
中

社
長
率
い
る
株
式
会
社
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ル

ヴ
ス
福
岡
の
取
り
組
み
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。数
々
の
ご
苦
労
も
経
験
さ
れ
て

い
る
は
ず
で
す
が
、農
業
の
担
い
手
不
足

と
い
う
問
題
に
正
面
か
ら
挑
み
続
け
る

姿
に
、ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
を
感
じ
ま
し

た
。農
業
に
関
心
を
持
つ
フ
ァ
ン
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
人
手
不
足
の
解
消
に

も
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 （
岩
本
）

酪
農
家
の
夢
を
実
現
中
の「
新
・
農
業

人
」の
森
さ
ん
。後
押
し
を
し
た
親
会
社

の
土
居
さ
ん
と
笑
顔
で
握
手
す
る
姿
に

心
を
打
た
れ
ま
し
た
。自
家
に
エ
ア
コ
ン

が
な
く
て
も
、外
国
人
労
働
者
の
住
居
に

は
エ
ア
コ
ン
を
用
意
す
る「
地
域
再
生
へ

の
助
走
」の
嬬
恋
村
の
キ
ャ
ベ
ツ
農
家
の

心
遣
い
に
も

―
。人
と
の
つ
な
が
り
と

温
か
さ
が
農
業
を
支
え
て
い
る
の
だ
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

（
水
谷
）
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災
害
の
お
見
舞
い

「
令
和
６
年
台
風
第
10
号
」お
よ
び

「
低
気
圧
と
前
線
に
よ
る
大
雨
」に
よ
り

被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
方
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
で
は
、こ
の

た
び
の
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
林

漁
業
者
な
ど
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ご
融
資
や
ご
返
済
に
関
す
る
相
談
に
、

政
策
金
融
機
関
と
し
て
迅
速
か
つ
き
め
細

や
か
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

横 浜 支 店 TEL：045-641-1841 福 岡 支 店 TEL：092-451-1780
金 沢 支 店 TEL：076-263-6471 大 分 支 店 TEL：097-532-8491
岐 阜 支 店 TEL：058-264-4855 宮 崎 支 店 TEL：0985-29-6811
静 岡 支 店 TEL：054-205-6070 鹿児島支店 TEL：099-805-0511
名古屋支店 TEL：052-582-0741

お問い合わせ先


